
第 62 号2 0 1 6 年（平成 28 年） 11 月 15 日（火曜日）　ごはんタイムス（ 1）

（
技
術
の
効
果
の
検

証
、
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
稼
働
状
況

の
検
証
）

手
順
２
　�

製
品
説
明
書
の
作
成

手
順
３
　�

意
図
す
る
用
途
及

び
対
象
と
な
る
消

費
者
の
確
認

　
手
順
２
と
手
順
３
に
つ
い
て
、

　
①�

仕
入
か
ら
製
造
だ
け
で

な
く
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
食
べ
ら
れ
る
か
の
消

費
ま
で
考
え
た
、
安
全

管
理
が
必
要
で
す
。

　
②�

手
引
書
に
あ
る
「
製
品

説
明
書
」
に
、
10
項
目

の
記
載
事
項
に
沿
っ

て
、
自
分
達
が
作
っ
て

い
る
商
品
が
ど
ん
な
も

の
か
書
き
出
し
、
製
品

の
安
全
管
理
上
の
特
徴

を
確
認
し
ま
す
。

手
順
４
　�

製
造
工
程
一
覧
図

の
作
成

　
①�

原
材
料
の
受
け
入
れ
か

ら
保
管
、
製
造
・
加
工
、

包
装
、
出
荷
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
一
覧
図
に

ま
と
め
ま
す
。

　
②�
製
造
工
程
一
覧
図
に
、

製
造
条
件
と
な
る
温
度

や
時
間
等
を
書
込
む

と
、
一
連
の
流
れ
が
分

か
り
易
く
な
り
ま
す
。

　
③�

手
引
書
に
か
か
れ
て
い

る
製
造
工
程
一
覧
図
の

雛
型
を
参
考
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

手
順
５
　�

製
造
工
程
一
覧
図

の
現
場
確
認

　
①�

定
め
た
製
造
工
程
一
覧

図
に
沿
っ
て
、
工
程
に

間
違
い
が
な
い
か
勝
手

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
下
、
こ
の
手
引
書
（
７

原
則
12
手
順
）
を
も
と
に
作

業
を
行
う
際
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
伝
え
し
ま
す
。

手
順
１
　�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー

ム
（
専
門
家
）
の

編
成

　
①�

製
品
を
作
る
為
の
情
報

が
全
て
集
ま
る
様
に
、

現
場
を
熟
知
し
た
各
部

門
の
担
当
者
が
参
加
す

る
事
が
必
要
で
す
。

　
②�

チ
ー
ム
編
成
は
、
必
ず

し
も
会
社
組
織
に
沿
っ

て
い
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
③�

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、

経
営
者
と
の
パ
イ
プ
が

取
れ
、
チ
ー
ム
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
人
を
選
び
ま

す
。

　
④�

各
部
門
の
担
当
者
（
責

任
者
）
は
、
兼
務
で
あ

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
当
初
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
知
識
が
無

く
と
も
構
い
ま
せ
ん
。
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
外
部

（
炊
飯
協
会
）
に
相
談
し
た

り
、
書
籍
を
参
考
に
し
て
認

定
を
目
指
し
認
定
後
は
更
新

認
定
受
け
ま
す
が
、
こ
の
過

程
を
通
じ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
専

門
家
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
で
の

業
務

　
ⅰ
．�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン

の
作
成
と
導
入

　
ⅱ
．
従
業
員
の
教
育
訓
練

　
ⅲ
．�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン

の
見
直
し
と
修
正

　
ⅳ
．�

検
証
の
実
施
と
評
価

分
達
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の

製
品
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て

い
る
か
を
再
認
識
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
食
品
製
造
の

作
業
を
す
る
中
で
、
健
康
危

害
の
発
生
防
止
を
す
る
た
め

の
手
立
て
を
、
考
え
る
事
前

の
準
備
と
し
て
必
要
な
内
容

で
す
。

　
手
順
６
～
12
は
、
健
康
危

害
の
発
生
防
止
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
作
業
を
し
た
ら
よ

い
か
、
実
際
の
作
業
を
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
も

の
で
、
こ
の
手
順
６
～
12
を

７
原
則
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
、「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
入
門
の
た
め
の
手
引

書
」（
大
規
模
調
理
施
設
に

お
け
る
食
品
の
調
理
編
等
）

（
以
下
、
手
引
書
と
い
う
。）

を
公
表
し
て
お
り
、
こ
れ
を

で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
取
得

は
３
割
で
取
得
後
が
７
割
と

言
わ
れ
て
い
る
通
り
、
認
定

取
得
は
い
わ
ば
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
で
、
実
際
に
は
認
定
取

得
後
か
ら
が
不
断
に
続
く
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
の
場
と
な

り
ま
す
。

　
当
協
会
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
は
、
衛
生
管
理
の
維
持
向

上
を
図
る
こ
と
が
第
一
の
目

的
で
、
事
業
の
経
営
者
・
従

事
さ
れ
て
い
る
方
と
一
緒

に
、
よ
り
良
い
体
制
つ
く
り

に
つ
い
て
考
え
、
認
定
取
得

に
向
け
積
極
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
掲
載
の
７
原
則
12
手
順

に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

　
12
の
手
順
の
う
ち
、
最
初

の
手
順
１
～
５
ま
で
が
、
自
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ 

　
Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ｄ 

　
Ａ
ｎ
ａ
ｌｙ
ｓ
ｉ
ｓ

　
Ｃ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ

　
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

　
食
品
を
製
造
す
る
際
に
工

程
上
の
危
害
を
起
こ
す
要
因

（
ハ
ザ
ー
ド
；
Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｒ

ｄ
）
を
分
析
し
、
そ
れ
を
最

も
効
率
よ
く
管
理
で
き
る
重

要
な
必
須
の
ポ
イ
ン
ト
（
Ｃ

Ｃ
Ｐ
；
必
須
管
理
点
）
を
特

定
し
、
管
理
基
準
（
Ｃ
Ｌ
）

を
設
定
し
、
連
続
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
管
理
を
し
、
測
定

等
の
内
容
を
記
録
し
、
安
全

を
確
保
す
る
管
理
手
法
で

す
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
食
品

の
衛
生
管
理
上
の
危
害
を
防

止
す
る
た
め
の
日
々
・
毎
回

行
う
作
業
と
な
り
ま
す
の

　
前
号
で
は
、「
計
画
か
ら
最
初
の
相
談
・
打
合
せ
」
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご

説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
全
て
「
７
原
則
12
手
順
」
を
踏
ま
え
ま
す
の
で
、
今
号
は
、
７

原
則
12
手
順
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、
次
に
「
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
に
向
け
た
申

請
と
作
業
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
「
食
品
事
業
者
が
実
施
す
べ
き
管
理
運
営
基
準
に
関
す
る
指
針
」

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
、
将
来
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化
を
見
据
え
、
平
成
26
年
５
月

12
日
に
改
正
し
、「
従
来
型
基
準
」
に
加
え
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
型
基
準
」
を
あ
ら
た
に

加
え
ま
し
た
。

　
食
品
事
業
者
に
お
い
て
も
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
の
準
備
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
公
益
法
人
だ
か
ら
で
き
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
料
が
掛
か
ら
な
い
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
設
備
・
施
設
の
投
資
計
画
を
し
た
時
点

で
ご
相
談
頂
き
ま
す
と
、
よ
り
有
効
に
ご
活
用
頂
け
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
お
声
掛

け
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
事
前
ア
ド
バ
イ
ス（
２
）

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
に
向
け
た
作
業
）

に
変
更
さ
れ
て
い
な
い

か
を
確
認
し
ま
す
。

　（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得
時
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
更
新
認
定
時

な
ど
外
部
監
査
で
は
必
ず
実

施
し
ま
す
。）

　
②�

現
場
確
認
に
あ
た
っ
て

は
、
下
記
の
図
面
を
も

と
に
工
場
の
施
設
整
備

の
状
況
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

　
ⅰ
．
建
物
配
置
図

　
ⅱ
．�

建
物
平
面
図
（
機
械

設
備
配
置
も
記
載
）

　「
清
浄
化
区
域
と
そ
の
他

区
域
の
色
分
け
」「
作
業
者

の
導
線
」「
原
料
及
び
製
品

の
流
れ
」
を
記
載

　
ⅲ
．��

機
械
設
備
の
仕
様
書

　
新
設
・
改
装
の
場
合
、
現

場
自
体
が
ま
だ
無
い
の
で
、

上
記
ⅰ
～
ⅲ
の
３
つ
の
資
料

を
も
と
に
、
必
要
な
設
備
が

必
要
な
場
所
に
あ
る
か
不
要

な
点
は
無
い
か
、
計
画
変
更

が
必
要
か
ま
た
可
能
か
等
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
※�

事
前
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

上
記
ⅰ
～
ⅲ
の
資
料

（
相
談
の
際
、
手
順
１

～
４
の
準
備
は
不
要
）

を
も
と
に
行
い
ま
す
。

　
新
設
・
改
装
の
ご
計
画
が

あ
る
場
合
、
計
画
の
初
期
の

段
階
で
ご
相
談
頂
け
る
と
事

前
ア
ド
バ
イ
ス
を
有
効
に
ご

活
用
頂
け
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
声
掛
け
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
こ
こ
か
ら
が
、
健
康

危
害
防
止
を
考
え
る
実
際
の

作
業
と
な
り
ま
す
。

手
順
６�

（
原
則
１
）　
危
害
要

因
の
分
析

手
順
７�

（
原
則
２
）　
重
要
管

理
点
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
を

み
つ
け
る

　
手
順
６
と
手
順
７
に
つ
い
て
、

　
①�

手
順
書
に
定
め
ら
れ

た
一
覧
表
（
６
項
目
）

に
、
工
程
ご
と
、
ど
の

よ
う
な
危
害
要
因
が
潜

ん
で
い
る
か
、
管
理
手

段
（
方
法
）
を
書
き
出

し
ま
す
。

　
②�

危
害
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
有
害
微
生
物
等

が
、
健
康
危
害
を
防
止

す
る
上
で
特
に
厳
重
に

管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
工
程
を
見
つ

け
、
こ
の
工
程
を
管
理

す
べ
き
必
須
の
ポ
イ
ン

ト
（
重
要
管
理
点
（
Ｃ

Ｃ
Ｐ
））
と
特
定
し
ま

す
。
厳
重
に
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
工
程

と
は
、
そ
の
後
の
工
程

で
殺
菌
さ
れ
た
り
低
減

さ
れ
た
り
す
る
手
段
が

無
い
場
合
、
危
害
要
因

を
取
り
除
く
最
後
の
関

門
と
な
る
た
め
、
こ
こ

を
必
須
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
特
定
し
ま
す
。

　
※�

３
つ
の
危
害
（
危
害
は

以
下
の
３
つ
の
要
因
が

考
え
ら
れ
、
３
つ
の
観

点
か
ら
検
討
し
ま
す
。）

　
①�

生
物
的
危
害
　
食
中
毒

な
ど
微
生
物
汚
染
。

　
②�

化
学
的
危
害
　
洗
剤
・

殺
菌
剤
や
抗
生
物
質
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
な
ど
化
学

物
質
に
よ
る
も
の
。

　
③�
物
理
的
危
害
　
金
属
片

な
ど
に
よ
る
も
の
。

手
順
８�

（
原
則
３
）　
管
理
基

準
の
設
定

手
順
９�

（
原
則
４
）　
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
（
監
視
）
方

法
の
設
定

　
手
順
８
と
手
順
９
に
つ
い
て
、

　
①�

手
順
７
で
決
め
た
必
須

の
ポ
イ
ン
ト
（
重
要
管

理
点
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
））
で
、

管
理
す
る
た
め
の
基
準

を
決
め
ま
す
。

　
逸
脱
す
る
と
安
全
が
確
保

で
き
な
く
な
る
内
容
で
、
色

や
形
状
な
ど
必
ず
し
も
数
値

で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
②��

手
順
８
で
定
め
た
基
準

が
常
に
確
保
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
監
視

方
法
を
定
め
ま
す
。

　
③�

例
え
ば
金
属
探
知
機
の

機
能
検
査
な
ど
、
作
業

開
始
時
・
作
業
中
・
作

業
終
了
時
の
３
回
で
測

定
し
、
常
に
確
保
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
方
法

を
設
定
し
ま
す
。

　
④�

手
引
書
で
定
め
た
６
項

目
に
つ
い
て
そ
の
内
容

を
記
入
し
ま
す
。

手
順
10��

（
原
則
５
）　
改
善

措
置
の
設
定

　
①�

工
程
中
に
問
題
点
が
発

生
し
、
手
順
８
で
定
め

た
基
準
を
逸
脱
し
た
場

合
、
修
正
で
き
る
よ
う

あ
ら
か
じ
め
、
改
善
方

法
を
決
め
て
お
き
ま

す
。

　
②�

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
内

容
は
、
手
引
書
の
通
り

以
下
３
点
の
改
善
措
置

を
定
め
ま
す
。

　
ⅰ
．
製
品
の
区
分
け

　
　
　�

管
理
基
準
に
逸
脱
し

て
い
る
問
題
点
の
あ

る
製
品
を
区
分
し
、

隔
離
し
ま
す
。

　
ⅱ
．
不
適
合
品
の
処
理

　
　
　�

上
記
ⅰ
の
隔
離
し
た

商
品
を
ど
の
よ
う
に

処
分
す
る
か
決
め
て

お
き
ま
す
。

　
ⅲ
．�

再
開
の
た
め
の
措
置

（
修
理
）

　
　
　�

何
か
原
因
か
を
調
べ

特
定
し
復
旧
さ
せ

る
。

　
③�

改
善
措
置
（
修
理
）
を

し
た
内
容
を
記
録
し
ま

す
。

手
順
11�

（
原
則
６
）　
検
証

方
法
の
設
定

　
①�

こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
ン
が

有
効
に
機
能
し
て
い
る

か
見
直
し
ま
す
。

　
②�

定
期
的
に
、
日
頃
の
作

業
が
適
正
に
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、
現
場
、
現

場
責
任
者
、
工
場
長
と

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頻

度
で
確
認
し
ま
す
。

手
順
12�

（
原
則
７
）　
記
録
と

保
存
の
方
法
の
設
定

　
①�

各
工
程
の
管
理
状
況
を

記
録
し
ま
す
。

　
②�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
実
施
し

た
証
拠
で
あ
る
と
同
時

に
、
原
因
を
追
究
す
る

た
め
の
手
助
け
と
な
り

ま
す
。

※ 

日
報
の
活
用

　
日
報
に
管
理
基
準
・
記
録

の
方
法
・
基
準
逸
脱
時
の
処

理
等
を
加
え
作
成
す
る
と
分

か
り
易
い
。

　�

　
毎
日
の
作
業
の
中
で
と

る
べ
き
危
害
防
止
策
を
、

手
順
８
か
ら
手
順
12
に
従

っ
て
策
定
し
た
危
害
防
止

策
等
を
、
日
報
に
説
明
書

き
と
し
て
記
載
し
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の

日
報
に
関
わ
る
作
業
に
つ

い
て
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入

さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
難
し
く
考
え

ず
日
報
の
見
直
し
か
ら
進

め
る
こ
と
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
近
づ
き
ま
す
の
で
、
日

報
見
直
し
か
ら
実
践
し
て

い
く
方
法
も
あ
る
こ
と
を

ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
健
康
危

害
の
防
止
の
た
め
の
重
要
な

管
理
点
に
絞
り
込
ん
で
対
策

を
決
め
、
毎
日
の
作
業
の
中

で
決
め
た
対
策
を
実
施
す
る

も
の
で
、
絞
り
込
ん
だ
限
定

し
た
管
理
点
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
に

焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
管
理
方
法
が
ほ
と
ん

ど
同
じ
と
な
る
製
品
、
ラ
イ

ン
ご
と
で
プ
ラ
ン
を
立
て
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
組

は
、
工
場
全
体
の
衛
生
管
理

を
行
う
一
般
的
衛
生
管
理
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
前

提
条
件
と
し
て
必
要
に
な

り
、
一
般
的
衛
生
管
理
（
工

場
全
体
）
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
絞
り
込
み
）
は
セ
ッ
ト
の

も
の
と
な
り
ま
す
。

　
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
の
申

請
ま
で
の
具
体
的
な
流
れ

　
以
上
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入

に
あ
た
っ
て
共
通
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し

た
。
資
料
を
作
成
す
る
場
合
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HACCP導入のための７原則12手順
　HACCPは以下に示す７原則12手順に沿って進めます。

炊飯HACCPハードガイドライン
　公益社団法人日本炊飯協会

　炊飯HACCPを取得するにあたって必要とするハード面での基準（ガイドライン）は
以下のとおり。
１．製造過程の管理の高度化を図るための施設の整備の基準
　　①�炊飯製品を冷却・充填・包装する加工室は隔壁で仕切られ、清浄化区域内で

あること。
　　　・清浄化区域内の空気を清浄に保つための清浄化基準。
　　　　ⅰ）�清浄化区域の清浄化度は非稼動時に塵埃量 10 万個／ｆｔ３　（0.5 ミ

クロン）以下であること。
　　　　ⅱ）清浄化室は常時陽圧化されていること。
　　　　ⅲ）�清浄区域内の換気回数は少なくとも毎時 30回以上。その内毎時 10回

程度は陽圧化風量 (フレッシュエァー )であることが望ましい。　
　　②�清浄化区域と非清浄化区域の間には非清浄化室からの空気の流入を避けるた

め、パスボックスを設置するのが望ましい。
　　③�清浄化区域の排水ピットについては最終の集中ピットにトラップを設置する

こと。
２．機械 ･装置の基準
　　①�金属異物混入防止のため最終製品を検査するための金属検出機またはX線異

物検出機が設置されていること。
　　②�コンテナ洗浄装置には殺菌工程が含まれていること。殺菌は塩素殺菌が望ま

しい。
　　　�やむを得ず殺菌工程が無い場合は協会が斡旋する除菌剤入り洗剤（ケミライ

トボックスNK　平成ケミカル㈱）を使用しなければならない。

　　　③�炊飯製品を冷風で冷却する場合（いわゆるシャリクーラー）には清浄化さ
れたフレッシュエアを使用しなければならない。

以　上
参考　風量計算（時間当り）の仕方

　１）室容積を求める（面積×高さ　ｍ３）。
　２）反転機のフード等の排気量（時間当り）を求める。
　３）�室容積× 10 ＋排気量　を計算すると陽圧に必要な風量（時間当り）となる。

これを室容積で除した値が換気回数となり、30回を超えているか否かを判定
する。

　４）�30 回を超えている場合はその風量で十分であるが、30回未満の場合は不足回
数分×室容積　に相当する風量をフレッシュエアまたは循環で補う必要があ
る。

　５）�必要なヘパフィルターは時間当りの必要風量を 60で除して 1分間当りの風量
とし、使用するへパフィルターの一枚当りの能力（風量）で除した値が必要
なフィルターの枚数となる。フィルターは末端に設置する。

　６）�シャリクーラーを使用する場合の風量計算
　　　①�シャリクーラーに室外からフレッシュエアを供給する場合は排気量に見

合った清浄化空気を導入する
　　　②�室内の空気を使用してフィルターを通して供給する場合は排気量に見合っ

た風量を室内に導入する。
　　　２）の排気量にシャリクーラーの排気量を加えて、３）以降を計算する。
　　③�シャリクーラーに供給する風量はシャリクーラー内部が陽圧になるよう排気

量より多めにするのが望ましい。

　　空気の清浄化の施設設備の詳細については炊飯協会までお問い合わせ下さい

　
記
録
文
書
名

　
記
録
文
書
記
号

（
施
設
整
備
に
関
す
る
事
項
）

①�

建
物
・
構
造
の
整
備

　
ⅰ
．
建
物
配
置
図

　
ⅱ
．�

建
物
平
面
図
（
機
械

設
備
配
置
も
記
載
）

　「
清
浄
化
区
域
と
そ
の
他

区
域
の
色
分
け
」「
作
業
者

の
導
線
」「
原
料
及
び
製
品

の
流
れ
」「
排
水
経
路
」
を

記
載
。

　
ⅲ
．
機
械
設
備
の
仕
様
書

②�

清
浄
化
（
炊
飯
協
会
基
準
）

　
ⅰ
．
風
量
計
算
書

　
ⅱ
．�

空
気
清
浄
化
装
置
仕

様
書
及
び
配
置
図

と
⑤
の
検
討
・
決
定
事
項
を

書
き
込
む
と
、
全
体
像
が
把

握
で
き
維
持
管
理
が
ス
ム
ー

ス
に
な
り
ま
す
。
炊
飯
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
総
括
表
の
項
目
は
以

下
の
通
り
で
、「
材
料
／
工

程
」
ご
と
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

　
材
料
／
工
程�

　
危
害
原
因
物
質

　
発
生
要
因

　
防
止
措
置

　
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ま
た
は
Ｐ
Ｐ

　
管
理
基
準

　�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
方
法
・

頻
度
・
担
当
）

　
改
善
措
置

　
検
証
方
法

図
面
）

④�

危
害
要
因
分
析
表
（
危
害

要
因
の
分
析
、
重
要
管
理

点
の
決
定
、
管
理
基
準
の

設
定
）

⑤�

Ｃ
Ｃ
Ｐ
整
理
票
（
危
害
ご

と
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方

法
・
改
善
措
置
・
検
証
方

法
の
設
定
、
文
書
化
及
び

記
録
の
保
存
）

手
順
1
～
12
と
の
関
係

　
①
（
手
順
1
）　
②
（
手

順
2
と
3
）　
③
（
手
順
4
と

5
）　
④
⑤
（
手
順
6
～
12
）

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
総
括
表

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
総
括
表
に
④

に
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
総
括
表

を
作
成
す
る
と
全
体
像
が
把

握
で
き
分
か
り
易
く
な
り
ま

す
。
以
下
に
、
必
要
な
書
類

を
列
挙
し
ま
す
。

（
申
請
に
あ
た
っ
て
必
要
な

書
類
）

高
度
化
計
画
申
請
書

（
体
制
整
備
に
関
す
る
事
項
）

①�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
編
成

表
②�

製
品
説
明
書
（
製
品
に
つ

い
て
、
意
図
す
る
用
途
に

つ
い
て
の
記
述
）

③�

製
造
工
程
一
覧
図
（
製
造

過
程
図
、
建
物
・
施
設
の

　（
清
浄
化
室
に
か
か
わ

る
、
施
設
設
計
上
の
注
意

事
項
）

�

　
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で

は
、
清
浄
化
区
域
（
※
過

程
（
1
）
と
※
過
程
（
２
））

で
、
空
気
の
清
浄
化
を
必

須
と
し
て
い
ま
す
。

※�

過
程
（
1
）
で
は
、
釜

反
転
時
に
出
る
蒸
気
を

排
出
す
る
排
気
量
が
大

き
い
た
め
、
空
気
清
浄
化

に
は
そ
れ
以
上
の
清
浄

化
空
気
の
給
気
が
必
要

と
な
る
。
室
内
の
コ
ス
ト

を
考
え
る
と
、
清
浄
化
室

の
室
積
は
で
き
る
だ
け

狭
い
（
天
井
低
い
）
方
が

よ
い
。
ご
は
ん
の
冷
却
用

の
清
浄
化
空
気
の
取
り

入
れ
は
、
作
業
時
に
は
室

内
は
粉
塵
量
は
高
く
な

る
の
で
、
室
内
の
空
気
を

使
用
す
る
の
で
は
な
く

外
気
を
使
用
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
た
だ
炊

飯
品
の
品
温
は
高
い
の

で
室
温
を
下
げ
る
必
要

は
な
い
。

※�

過
程
（
2
）
で
は
、
す

で
に
品
温
が
下
が
っ
た

状
態
の
ご
飯
を
加
工
す

る
う
え
、
室
内
滞
留
時

間
も
長
い
た
め
、
品
温

を
上
げ
な
い
よ
う
に
室

温
は
下
げ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
た
だ
、
※
過

程
（
1
）
の
よ
う
に
排

気
が
必
要
な
工
程
は
特

に
無
い
為
、
部
屋
は
広

い
割
に
外
気
の
取
り
入

れ
量
は
少
な
く
す
み
、

清
浄
化
に
か
か
る
コ
ス

ト
は
比
較
的
少
な
い
と

言
え
る
。

※�

微
生
物
の
大
き
さ
は
1
ミ

ク
ロ
ン
以
上
で
あ
り
、
０
・

５
ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
粉
塵

量
を
計
測
し
空
気
の
清
浄

化
度
を
チ
ェ
ッ
ク

　（
コ
ン
テ
ナ
洗
浄
殺
菌
に
か

か
わ
る
、
施
設
設
計
上
の
注

意
事
項
）

※�

コ
ン
テ
ナ
は
お
客
様
に
お

届
け
す
る
の
で
、
そ
の
管
理

は
自
社
か
ら
、
一
旦
お
客
様

に
移
り
ま
す
。
従
っ
て
ど
の

よ
う
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
た

か
わ
か
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ

て
は
微
生
物
で
汚
染
さ
れ
る

よ
う
な
扱
い
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
汚
染
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
、
殺
菌
す
る
事
を
定

め
て
い
ま
す
。

※�

コ
ン
テ
ナ
連
続
洗
浄
機
で

容
器
を
洗
っ
て
い
る
場
合
、

洗
浄
機
の
入
口
側
は
汚
染

区
域
だ
が
出
口
側
は
準
清

潔
区
域
と
な
る
。
従
っ
て
、

連
続
洗
浄
機
の
出
口
側
の

直
前
に
隔
壁
を
設
け
、
洗

浄
機
の
途
中
で
区
域
を
分

け
る
必
要
が
あ
る
。

清
浄
化
室
以
外
に
も
か
か
わ

る
、
施
設
設
計
上
の
注
意
事
項

（
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
の
考
え
方
）

　
水
分
は
、
微
生
物
の
増
殖

に
必
要
な
三
大
要
素
（
栄
養

分
・
水
分
・
温
度
）
の
一
つ

で
あ
り
、
床
が
濡
れ
た
状
態

で
作
業
す
る
と
、
落
下
残
渣

の
微
生
物
の
増
殖
、
跳
ね
水

に
よ
る
食
品
の
汚
染
が
起
こ

り
や
す
い
た
め
、
製
造
作
業

中
の
床
は
乾
燥
さ
せ
て
お
く

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

を
排
除
す
る
と
い
う
ド
ラ
イ

フ
ロ
ア
の
考
え
方
が
で
て
き

ま
し
た
。

　「
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
で
あ
っ
て

も
、
製
造
終
了
後
は
、
洗
剤
・

水
を
床
に
撒
い
て
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
し
、
落
下
残
渣
を
完
全

に
除
去
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

床
洗
浄
後
ワ
イ
パ
ー
で
水
切

り
し
、
床
を
乾
燥
さ
せ
次
の

製
造
に
備
え
る
。」

　
こ
れ
が
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
の

考
え
方
で
あ
る
。

（
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
の
誤
解
）

　
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
の
最
も
恐

ろ
し
い
誤
解
。

①�

全
く
水
を
使
わ
な
い
か
ら
、

給
水
栓
も
排
水
溝
も
必
要

な
い
と
い
う
設
計

②�

水
を
使
わ
な
い
か
ら
、
床

は
フ
ラ
ッ
ト
で
よ
い
と
い

う
設
計

③�

水
を
使
わ
な
い
か
ら
、
床

材
は
水
に
強
く
な
く
て
も

よ
い
と
の
設
計

④�

床
の
清
掃
は
床
ブ
ラ
シ
洗

浄
機
で
行
う
と
い
う
設
計

　
以
上
が
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
に

惑
わ
さ
れ
た
誤
っ
た
設
計
で

あ
る
。
　

　
食
品
残
渣
と
増
殖
し
た
微
生

物
を
床
に
塗
り
広
げ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
、
乾
燥
し
て
粉
塵

と
な
っ
て
舞
い
上
が
っ
た
ら
と

考
え
る
だ
に
恐
ろ
し
い
。

　
フ
ラ
ッ
ト
の
設
計
に
し
て

も
、
施
工
段
階
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
弛
み
が
で
き
る
と
そ

こ
に
水
が
溜
ま
り
清
掃
し
に

く
い
床
の
勾
配
は
ワ
イ
パ
ー

で
水
切
り
し
や
す
い
程
度
の

緩
や
か
な
勾
配
が
望
ま
し
い
。

◉
施
設
設
計
上
の
注
意
事
項
　（
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
◉

（
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
対
象

品
目
）

①�

炊
飯
品
（
白
飯
・
酢
飯
・

混
飯
）

②�

米
飯
加
工
品
（
シ
ャ
リ

玉
・
お
に
ぎ
り
・
の
り
巻

き
・
い
な
り
・
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の

　
炊
飯
製
品
は
、
管
理
手
法

の
違
い
か
ら
２
つ
に
大
き
く

区
分
さ
れ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
も
そ
れ
ぞ
れ
で
行
い
ま
す
。

　
米
飯
加
工
品
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
取
得

ラ
イ
ン
（
工
場
）
で
作
ら
れ

た
炊
飯
品
を
使
う
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

　（
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
必

須
の
整
備
事
項
）

①�

炊
飯
品
は
、
炊
飯
・
む
ら

し
工
程
の
後
又
は
酢
添
加

工
程
後
か
ら
計
量
・
充

填
包
装
工
程
に
至
る
※
過

程
（
1
）
米
飯
加
工
品
は
、

成
型
・
具
材
投
入
・
充
填
・

成
型
・
計
量
・
包
装
の
※

過
程
（
2
）
を
清
浄
化
区

域
と
し
て
、
隔
壁
で
仕
切

ら
れ
て
い
る
事
。

②�

原
材
料
搬
入
か
ら
製
品
の

保
管
・
出
荷
ま
で
の
過
程

が
交
差
せ
ず
十
分
な
広
さ

を
有
す
る
事
と
し
、
適
切

な
機
械
配
置
で
あ
る
事
。

③�

清
浄
化
区
域
は
、
空
気
清

浄
化
装
置
が
有
る
事
。

④�

コ
ン
テ
ナ
―
は
、
洗
浄
殺

菌
設
備
を
有
し
、
そ
の
後

は
適
切
な
保
管
場
所
を
有

す
る
事
。

⑤�

米
飯
加
工
品
を
含
む
場
合

は
、
自
社
の
細
菌
検
査
室

を
有
す
る
事
。

⑥�

金
属
検
出
機
・
差
圧
記
録

計
等
を
設
置
す
る
事
。
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公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯

協
会
（
以
下
、「
協
会
」
と

い
う
）
は
、
平
成
18
年
度
に
、

一
般
財
団
法
人
日
本
穀
物
検

定
協
会
の
協
力
を
得
て
、「
ご

は
ん
ソ
ム
リ
エ
」
認
定
事
業

を
始
め
ま
し
た
。「
ご
飯
及

び
お
米
に
関
す
る
様
々
な
知

識
、
炊
飯
の
科
学
や
技
術
、

ご
飯
の
栄
養
、
衛
生
管
理
に

関
す
る
知
識
」
を
持
ち
、
美

味
し
い
ご
飯
を
評
価
す
る
為

の
「
正
し
い
官
能
検
査
の
方

法
」
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
第
12
回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
認
定
試
験
」
で
は
、
会
場

を
学
校
法
人
後
藤
学
園
（
〒

１
７
１—

０
０
２
２
　
東
京

都
豊
島
区
南
池
袋
３—

12—

５
）
で
行
い
ま
す
。
今
回

よ
り
定
員
枠
を
、
ほ
ぼ
倍

の
２
０
０
名
と
し
ま
し
た

が
、
食
味
実
習
（
試
験
）
は
、

１
０
０
名
程
度
が
限
界
で
す

の
で
、
２
日
間
に
わ
た
る
実

習
と
試
験
は
、
第
一
部
３
月

21
日
（
火
）
と
22
日
（
水
）、

第
二
部
３
月
23
日
（
木
）
と

24
日
（
金
）
の
２
回
実
施
致

し
ま
す
。
是
非
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

　
応
募
は
先
着
順
と
し
て
Ａ

日
程
又
は
Ｂ
日
程
を
選
択
頂

き
ま
す
が
、
応
募
状
況
に
よ

り
日
程
の
調
整
さ
せ
て
頂
く

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
募
　
集
　
要
　
項

１
．
応
募
資
格

　
２
日
間
の
講
義
へ
の
参
加

と
ご
は
ん
の
食
味
実
習
並
び

に
、
筆
記
試
験
・
食
味
試
験

の
受
験
が
可
能
な
方
で
、
国

籍
、
年
齢
・
職
業
等
は
問
い

ま
せ
ん
。
但
し
、
全
て
日
本

語
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
験
に
は
日
本
語
が
判

る
こ
と
条
件
と
な
り
ま
す
。

２
．
募
集
人
員

　
第
一
部
、
第
二
部
と
も
定

員
は
１
０
０
名
（
先
着
順
）

と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
の

日
程
が
、
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
自
動
的
に
空
い
て
い

る
部
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま

す
。（
な
お
、
同
一
企
業
よ

り
多
数
応
募
の
場
合
は
、
調

整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

３
．
申
込
受
付

　
平
成
28
年
11
月
17
日

（
木
）
よ
り
受
付
開
始
（
応

募
案
内
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
１
１
月
４
日
（
金
）
に
掲

載
）

①�

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試

験
申
込
書
（
以
下
、「
申

込
書
」
と
い
う
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
写
真
添

付
（
※
１
）
の
う
え
、
Ｅ

—

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ま
た
は
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
※
２
）

②�

「
申
込
書
」
を
受
領
後
、

協
会
よ
り
「
申
込
手
続
き

の
ご
案
内
」
メ
ー
ル
（
は

が
き
）
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

③�

「
申
込
手
続
き
の
ご
案
内
」

メ
ー
ル
（
は
が
き
）
に
沿

っ
て
、
受
講
・
受
験
料
を

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

④�

受
講
・
受
験
料
を
お
振
込

み
の
確
認
を
も
っ
て
受
付

完
了
と
致
し
ま
す
。（
※

３
）

　
※
１
　
写
真
は
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
撮
影
を
可
と
し
ま

す
。

　
※
２�

Ｅ—

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
の
受

信
日
時
（
11
月
17
日
以
降
）

を
、
郵
送
は
協
会
受
領
日

（
11
月
17
日
以
降
（
午
後
１

時
受
領
扱
い
））
を
も
っ
て

受
付
順
と
致
し
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※
３
「
申
込
手
続
き
の
ご
案

第
12
回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
試
験
の
ご
案
内

内
」
メ
ー
ル
（
は
が
き
）
に

記
載
し
た
期
日
（
お
お
よ
そ

10
日
以
内
）
ま
で
に
、
お
振

込
み
が
無
い
場
合
に
は
お
申

込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

４
．
講
習
会
及
び
試
験
日

　
Ａ
日
程
　
平
成
29
年
３
月

21
日
（
火
）
22
日
（
水
）

　
Ｂ
日
程
　
平
成
29
年
３
月

23
日
（
木
）
24
日
（
金
）

　
Ａ
、
Ｂ
日
程
と
も
、
受
講

時
間
１
日
目
９
時
30
分
～
17

時
50
分
、
２
日
目
９
時
～
16

時
30
分
解
散
予
定
。

　
会
場
　
学
校
法
人
後
藤
学

園
（
武
蔵
野
調
理
師
専
門
学

校
）
東
京
都
豊
島
区
南
池
袋

３—

12—

５

　�

最
寄
駅
　
池
袋
駅

（
徒
歩
５
分
）

５
．
費
用
（
消
費
税
込
み
）

①�

受
講
・
受
験
料
（
昼
食

代
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

５
１
，
４
２
０
円
（
学
生

割
引
あ
り
）

②�

認
定
登
録
料
（
試
験
合
格

者
）　
１
０
，
２
８
０
円

�第12回「ごはんソムリエ」認定試験について
お問合せ先

　公益社団法人�日本炊飯協会　
　☎03-3590-1589　Fax03-3590-7498

　E-mail：gohansomurie@rice-cook.com

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082
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北海道旭川市工業団地4条3丁目795番2  代表者：代表取締役 伊原潤司
電話 0166－36－1070／創業開始 昭和28年８月16日／営業品目 学校給食用パン・米飯／従業員 25名

̶みなさんこんにちは̶

道央食糧供給 株式会社

神奈川県川崎市川崎区東扇島23番４  代表者：取締役社長 渡川圭司
電話 ０４４－２８７－１０５１／創業開始 昭和４６年８月２０日

営業品目 米穀とう精、卸売業、米飯・和菓子製造、仕入れ商品販売／従業員 ３０９名

̶みなさんこんにちは̶

東光食品 株式会社

北海道釧路市星が浦南２－３－１０  理事長： 佐藤秀宣
電話 ０１５４－５１－２３１１／設立 昭和４２年３月／営業品目 学校給食用パン・米飯／従業員 １４名

̶みなさんこんにちは̶

釧路学校給食パン工業協同組合

　
弊
社
は
北
海
道
旭
川
市

に
本
社
・
工
場
を
置
き
、周

辺
町
村
を
含
め
２
市
9
町

の
小
・
中
学
校
及
び
養
護
学

校
・
盲
ろ
う
学
校
・
特
別
支

援
学
校
へ
学
校
給
食
の
主

食
と
し
て
の
パ
ン
と
米
飯

を
製
造
・
供
給
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
会
社
で
す
。

　
米
飯
の
供
給
は
旭
川
市

内
だ
け
で
す
が
、１
日
に
90

校
で
２
７
，０
０
０
食
を
供

給
し
て
い
ま
す
。

　
旭
川
市
へ
の
供
給
を
分

け
あ
い
、共
に
50
年
以
上
の

社
歴
を
有
し
、学
校
給
食
専

業
会
社
と
し
て
操
業
し
て

来
た
ふ
た
つ
の
会
社
が
少

　
我
社
は
、昭
和
46
年
８

月
に
東
急
グ
ル
ー
プ
の
米

穀
と
う
精
・
販
売
会
社
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
茨
城
県
に
米
飯
・
和

菓
子
製
造
販
売
も
行
う
、

総
合
食
品
製
造
会
社
と
な

り
ま
し
た
。

　
近
年
、「
食
の
安
全
・
安

心
」に
対
す
る
お
客
様
の

関
心
が
非
常
に
高
ま
る
と

共
に
、環
境
面
へ
の
配
慮

や
利
便
性
な
ど
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多

様
化
し
て
お
り
ま
す
。今

回
ご
紹
介
す
る
常
陸
太
田

工
場
は
、米
飯
・
和
菓
子
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、販
売
先
の
大
半
は

親
会
社
で
あ
る
東
急
ス
ト

　
当
組
合
は
、昭
和
42
年

に
、
釧
路
市
内
の
小
学

校
・
中
学
校
に
学
校
給
食

用
パ
ン
を
納
入
す
る
７

つ
の
会
社
・
事
業
者
が
加

入
し
、事
業
所
を
統
合
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。昭

和
57
年
に
は
米
飯
給
食

の
導
入
に
伴
い
、炊
飯
棟

を
増
築
し
て
、炊
飯
事
業

に
参
入
し
ま
し
た
。平
成

28
年
３
月
に
、老
朽
化
し

た
旧
工
場
を
廃
し
、近
隣

に
学
校
給
食
用
パ
ン
・
米

飯
に
特
化
し
た
工
場
を

新
築
し
て
移
転
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
間
、児
童
数
は
設

子
高
齢
化
に
よ
る
市
場
環

境
の
変
化
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
義
務
化
に
い
ち
早
く
対

応
す
べ
く
、事
業
を
統
合
し

て
新
工
場
新
設
備
を
導
入

し
、こ
の
８
月
か
ら
営
業
生

産
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

食
味
の
評
価
が
高
ま
る
道

産
米
を
、最
新
の
設
備
と
蓄

積
し
た
炊
飯
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、

協
会
さ
ん
の
助
言
を
頂
き

な
が
ら
の
衛
生
管
理
の
下
、

「
日
本
の
宝
」た
る
子
供
た

ち
の
成
長
の
一
翼
を
担
う

べ
く
、社
員
一
同
日
々
真
摯

に
業
務
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

ア
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
、神
奈
川
中
心
の
ス

ト
ア
店
舗
内
デ
リ
カ
売
場
で

の
販
売
と
な
り
、安
全
・
安
心

に
加
え
、高
品
質
、良
食
味
の

製
品
を
お
買
い
求
め
の
お
客

様
に
、満
足
を
得
ら
れ
る
商

品
づ
く
り
が
弊
社
の
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
本
年
、米
飯
工
場
の
中
で

製
造
数
の
多
い「
い
な
り
ラ

イ
ン
」「
手
巻
き
お
に
ぎ
り
ラ

イ
ン
」に
つ
い
て
製
造
設
備

を
一
新
し
ま
し
た
。よ
り「
高

品
質
で
美
味
し
い
製
品
づ
く

り
」が
実
現
で
き
、販
売
先
の

東
急
ス
ト
ア
の
評
判
も「
今

ま
で
よ
り
、美
味
し
く
な
っ

た
」と
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
り
、無
形
の
費
用
対

効
果
も
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
米
飯
商
材
を
主
体
と
し
た

年
間
の
行
事
祭
事
も「
恵
方

巻
き
」を
初
め
と
し
徐
々
に

浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

「
初
午
」「
夏
越
ご
は
ん
」な
ど

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、ま
す
ま
す

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
消
費
者
）

の
ニ
ー
ズ
お
答
え
し
つ
つ
、

催
事
商
品
の
提
案
も
業
界
を

挙
げ
、進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
、弊
社
従
業
員

行
動
指
針
と
し
て「
さ
わ
や

か
東
光
お
客
様
を
大
切
に
」

を
制
定
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

１
．�わ
た
く
し
は
、明
る
い
職

場
づ
く
り
に
つ
と
め
、い
つ

も
笑
顔
で
応
対
し
ま
す

２
．�わ
た
く
し
は
、お
客
様

に
安
心
し
て
お
召
し
上

が
り
い
た
だ
く
為
に
、

安
全
衛
生
を
心
が
け
品

質
を
大
切
に
し
ま
す

３
．�わ
た
く
し
は
、お
客
様

の
ご
意
見
ご
要
望
を
も

と
に
、鮮
度
・
食
味
の
向

上
に
つ
と
め
ま
す

　
今
後
と
も
、お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
製
品
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

立
当
初
こ
そ
増
加
し

て
い
た
も
の
の
、間
も

な
く
減
少
に
転
じ
、少

子
化
の
傾
向
は
既
に

昭
和
期
に
表
れ
て
お

り
ま
し
た
。し
か
し
、

学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ

ー
の
多
様
化
に
応
じ

た
付
加
加
工
や
近
隣

町
村
へ
の
納
入
拡
大

な
ど
、地
域
の
支
援
を

得
て
順
調
に
運
営
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、食
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
や

学
校
に
お
け
る
食
育

の
取
り
組
み
を
背
景

に
、高
度
な
衛
生
管
理

が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
の

度
の
工
場
新
築
に
際

し
、日
本
炊
飯
協
会
の

指
導
を
仰
ぎ
、Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
の
信

頼
に
応
え
、公
共
的
責

任
を
果
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、釧
路
管
内
で

は
学
校
給
食
の
委
託

工
場
は
当
組
合
の
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
釧
路
の
子
供
た
ち
は

我
々
の
パ
ン
・
ご
飯
を

食
べ
て
育
っ
た
」誇
り

を
胸
に
、お
い
し
く
安

全
な
学
校
給
食
を
守

り
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

工場全景消毒保管室炊飯室 盛付室

　
業
務
用
パ
ン
・
米
飯
製

造
の
サ
ン
フ
レ
ッ
セ（
埼

玉
県
伊
奈
町
、富
沢
三
継

社
長
）は
神
奈
川
県
平
塚

市
に
新
工
場
を
設
け
る
。

ス
ー
パ
ー
内
の
パ
ン
店
の

需
要
が
拡
大
し
て
お
り
生

産
能
力
を
４
割
高
め
る
。

こ
の
ほ
ど
土
地
を
取
得
、

２
０
１
８
年
春
の
稼
働
を

目
指
す
。別
の
候
補
地
だ

っ
た
埼
玉
県
北
部
に
比
べ

て
地
価
は
高
い
が
、人
口

密
集
地
で
大
手
企
業
の
工

場
閉
鎖
も
あ
っ
た
平
塚
は

人
手
を
確
保
し
や
す
い
と

判
断
し
た
。

　
平
塚
市
内
に
あ
る
工

業
団
地
の
約
１
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
取
得
。来
年

４
月
に
建
設
工
事
に
着
手

し
、地
上
３
階
、建
物
面
積

５
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
建
屋
を
作
る
。土
地
の

購
入
費
や
建
設
費
な
ど
投

資
額
は
35
億
円
。市
内
の

別
の
場
所
に
あ
る
製
パ
ン

平
塚
工
場
は
今
後
も
生
産

を
続
け
る
。

能
力
４
割
増

　
　
　
ス
ー
パ
ー
向
け
増
産

2018 年春、神奈川に竣工予定の新工場完成予想図

神
奈
川
・
平
塚
に
新
工
場
！！

サ
ン
フ
レ
ッ
セ


